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隊
は
、
令
和
八
年
一
月
八
日
（
木
）
真
駒
内
駐
屯
地
に
お
い
て
、
新
年
安
全
祈
願
を
行
っ
た
。

本
行
事
は
、
年
頭
に
お
け
る
安
全
祈
願
を
実
施
し
て
、
事
故
の
絶
無
と
安
全
意
識
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
部
隊
の
団
結
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。

当
初
、
隊
長
及
び
各
中
隊
に
よ
る
奉
酒
を
行
い
、
各
中
隊
長
に
よ
る
新
年
の
抱
負
、
隊
長
に
よ
る
年

頭
の
辞
等
に
よ
り
新
年
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
一
年
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

二
面 

令
和
七
年
度
山
地
行
動
訓
練
（
冬
季
）
等

  
 

 
  

三
面 

や
ま
ぶ
き
会
総
会
・
懇
親
会
等

 
  

四
面 

幹
部
任
官
者
・
昇
任
者
・
転
出
者
・
転
入
者
・
定
年
退
官
者
の
紹
介

主な記事

第１０代第１１特科隊長第１１特科隊新年安全祈願

▲記念撮影

▲奉酒の様子
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令
和
七
年
度
山
地
行
動
訓
練
（
冬
季
）

▲人員・車両点検の様子

▲小樽自衛隊協力会、大川会長
による万歳三唱

▲搬送訓練の様子

隊
は
、
令
和
八
年
二
月
二

六
日
（
木
）
か
ら
三
月
二
日

（
月
）
ま
で
の
間
、
真
駒
内

駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
七

年
度
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
予
備
自
衛
官

と
し
て
の
資
質
を
養
う
と
と

も
に
、
必
要
な
知
識
及
び
技

能
に
つ
い
て
訓
練
し
、
練
度

の
維
持
を
図
る
目
的
で
行
わ

れ
た
。

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
た

ち
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
各

課
目
に
臨
む
と
と
も
に
、
仲

間
と
声
を
掛
け
合
い
、
汗
を

流
し
な
が
ら
練
度
の
維
持
・

向
上
に
努
め
た
。

隊
は
、
令
和
八
年
二
月
十
五
日
（
日
）
小
樽
市
に
お
い
て
、
北

後
志
地
区
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
に
参
加
協
力
し
た
。

激
励
会
で
は
、
入
隊
予
定
者
八
名
に
対
し
、
自
衛
官
の
道
を
選

択
し
た
こ
と
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
入
隊
前
の
不

安
を
払
拭
し
、
か
つ
、
自
衛
隊
家
族
会
と
の
連
携
の
強
化
を
図
っ

た
。激

励
会
に
は
、
地
元
選
出
国
会
議
員
は
じ
め
、
地
域
関
係
者
や

ご
家
族
ら
が
出
席
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
若
者
た
ち
の
門

出
を
祝
っ
た
。

隊
は
、
令
和
八
年
二
月
二
日
（
月
）

か
ら
十
四
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
小
樽

市
が
主
催
す
る
「
第
二
十
八
回
小
樽
雪

あ
か
り
の
路
」
の
運
営
に
際
し
、
会
場

造
成
を
支
援
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
地
域
密
着
型

の
行
事
で
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
う
小
樽
の
冬
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い

る
。作

業
期
間
中
は
、
小
樽
芸
術
村
会
場

を
中
心
に
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
、
ス

ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
設
置
の
た
め
の
基
礎

造
成
お
よ
び
、
来
場
者
動
線
の
確
保
な

ど
の
作
業
を
実
施
し
、
二
月
七
日
に
主

催
者
側
に
引
き
渡
し
た
。

雪
あ
か
り
期
間
中
は
、
大
勢
の
来
場

者
が
訪
れ
、
自
衛
隊
の
作
業
状
況
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
自
衛

隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

小
樽
雪
あ
か
り
の
路

会
場
造
成
支
援

令
和
七
年
度
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

北
後
志
地
区
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

隊
は
、
令
和
八
年
一
月
七
日
（
水
）
か
ら
十
五
日

（
木
）
ま
で
の
間
、
令
和
七
年
度
山
地
行
動
訓
練
（
冬

季
）
を
行
っ
た
。

本
訓
練
は
、
冬
季
の
災
害
時
に
お
け
る
孤
立
集
落
へ
の

物
資
搬
送
、
要
救
助
者
搬
送
及
び
山
地
行
動
に
必
要
な
能

力
の
向
上
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
厳
し
い
地
形
・
気
象
を

克
服
し
、
必
要
な
技
術
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

▲体力測定の様子

▲拘束・連行訓練の様子

▲入隊予定者８名

▲今年度、特科隊に入隊した
隊員による祝辞

▲特科隊員によるラッパ吹奏

▲制作中の隊員達
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令
和
八
年
三
月

七
日
（
土
）
ラ
イ

フ
ォ
ー
ト
札
幌
に

お
い
て
、
や
ま
ぶ

き
会
総
会
・
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
。

当
初
、
や
ま
ぶ

き
会
総
会
が
行
わ

れ
、
令
和
七
年
度

の
決
算
報
告
、
来

年
度
の
各
種
行
事

等
の
説
明
後
、
懇

親
会
を
実
施
し
た
。

懇
親
会
で
は
、

来
年
度
の
抱
負
を

一
人
ず
つ
述
べ
る

な
ど
、
終
始
和
や

か
に
進
み
、
盛
会

の
う
ち
に
懇
親
会

を
終
え
た
。

や
ま
ぶ
き
会
総
会
・
懇
親
会

令和７年度認定指導官・隊員
初級らっぱ取得者の紹介

部
隊
ス
キ
ー
指
導
官

初
級
ら
っ
ぱ

冬
季
遊
撃
隊
員

第１中隊 滝石１曹

本部管理中隊
橋本１士

▲懇親会の様子

部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
と
し

て
、
部
隊
に
貢
献
出
来
る
様

に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

第１中隊 菅沼２曹

第１中隊 村田１士

教
官
・
助
教
の
お
か
げ
で
、
初

級
ら
っ
ぱ
を
取
得
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
度
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ら
っ
ぱ
教
育
間
で
学
ん
だ

事
を
活
か
し
、
更
な
る
練
度
向
上

に
取
り
組
み
部
隊
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
で
す
。

冬
季
遊
撃
隊
員
と
し
て
、

今
後
は
、
各
隊
員
が
積
雪
地

に
関
わ
る
苦
手
意
識
を
払
拭

し
、
有
意
義
な
訓
練
が
実
施

で
き
る
よ
う
邁
進
し
ま
す
。

栄
誉
を称

え
て
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Ｏ
Ｂ
の
方
へ
連
絡
と
お
願
い

隊
本
部

三
等
陸
佐

上
田

亮

富
士
学
校
（
富
士
）
よ
り

一
等
陸
尉

富
田

健
一

第
一
特
科
団
（
北
千
歳
）
よ
り

一
等
陸
尉

花
田

弘
隆

高
等
工
科
学
校
（
武
山
）
よ
り

本
部
管
理
中
隊

一
等
陸
尉

砂
糖
元

貴
之

第
五
特
科
隊
（
帯
広
）
よ
り

陸
准
尉

藤
下

征
男

第
一
特
科
団
（
北
千
歳
）
よ
り

陸
曹
長

石
橋

毅

倶
知
安
駐
屯
地
業
務
隊
（
倶
知
安
）
よ
り

二
等
陸
曹

水
越

壮
三

装
備
実
験
隊
（
富
士
）
よ
り

二
等
陸
曹

本
宮

武

第
一
一
九
教
育
大
隊
（
多
賀
城
）
よ
り

三
等
陸
曹

髙
橋

彩
織

第
一
二
〇
教
育
大
隊
（
真
駒
内
）
よ
り

石原曹長
（８.３.１５付）

澤村准尉
（８.３.２３付）

一

入
門
証
に
つ
い
て

現
在
、
期
限
切
れ
の
入
門
書
を
お

持
ち
の
方
で
今
後
も
必
要
と
さ
れ
る

方
は
、
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。手

続
き
に
関
し
て
は
、
「
特
科
隊

広
報
・
援
護
室
」
に
て
行
い
ま
す
。

電
話
〇
一
一―

五
八
一―

三
一
九
一

（
内
線
二
六
四
七
）
担
当

船
木

二

叙
位
及
び
死
亡
叙
勲
に

関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て

 
 

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
在

職
中
の
功
績
と
一
定
の
要
件
が
満
た

さ
れ
た
方
は
叙
勲
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
特
に
死
亡
叙
勲
は
、
ご
遺
族
か

ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を
進

め
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
手
続
き
の

期
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
期
間

を
過
ぎ
ま
す
と
叙
勲
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
万
が
一
ご
本
人
が
ご

逝
去
さ
れ
た
場
合
は
、
死
亡
日
を
含

め
五
日
以
内
に
最
寄
り
の
防
衛
省
各

機
関
、
部
隊
等
へ
連
絡
下
さ
い
ま
す

こ
と
を
ご
家
族
皆
様
へ
お
伝
え
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三

そ
の
他

特
科
隊
、
隊
舎
一
階
に
お
い
て
第

十
一
特
科
連
隊
時
代
の
歴
史
を
展
示

し
た
広
報
展
示
室
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。
ご
訪
問
の
際
に
は
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

電
話
〇
一
一―

五
八
一―

三
一
九
一

（
内
線
二
六
四
五
）
担
当 

天
満

三
月
転
入
者

定
年
退
官
者

三
月
転
出
者

隊
本
部

三
等
陸
佐

愛
甲

博
之

第
七
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
勝
連
）
へ

一
等
陸
尉

井
ノ
上

智
史

東
北
方
面
特
科
連
隊
（
郡
山
）
へ

一
等
陸
尉

渡
邉

丈
敦

第
七
特
科
連
隊
（
東
千
歳
）
へ

一
等
陸
尉

佐
藤

弘
勝

富
士
学
校
（
富
士
）
へ

一
等
陸
尉

丹
木

秀
紀

第
十
一
旅
団
司
令
部
（
真
駒
内
）
へ

本
部
管
理
中
隊

三
等
陸
佐

石
黒

政
紀

第
七
師
団
司
令
部
（
東
千
歳
）
へ

二
等
陸
尉

皆
川

学

第
七
特
科
連
隊
（
東
千
歳
）
へ

准
陸
尉

澤
田

亮

第
十
一
後
方
支
援
隊
（
真
駒
内
）
へ

陸
曹
長

森
山

和
人

中
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
出
雲
）
へ

一
等
陸
曹

橋
本

政
志

補
給
統
制
本
部
（
十
条
）
へ

二
等
陸
曹

山
川

國
明

情
報
教
導
隊
（
富
士
）
へ

二
等
陸
曹

上
野

直
樹

美
唄
駐
屯
地
業
務
隊
（
美
唄
）
へ

一
月
昇
任
者

陸
曹
長
へ

本
部
管
理
中
隊

三
浦

方
靖

第
三
中
隊

高
木

正
浩

一
等
陸
曹
へ

本
部
管
理
中
隊

小
谷

洋
人

同

菅
原

良
介

第
三
中
隊

藤
本

宏
敬

二
等
陸
曹
へ

本
部
管
理
中
隊

平
原

暁

第
二
中
隊

保
田

元
気

同

梶
原

利
紘

第
三
中
隊

三
瓶

恵
一
郎

令
和
七
年
度
自
衛
官

幹
部
任
官
者
の
紹
介

こ
の
度
、
第
三
中
隊
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
大
坂
三
尉
で
す
。

防
衛
大
学
校
、
幹
部
候
補
生
学
校

を
経
て
、
初
の
部
隊
勤
務
と
な
り
ま

す
。
愛
す
る
北
海
道
・
札
幌
で
、
勤

務
出
来
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

未
熟
な
点
、
至
ら
な
い
点
も
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
特
科
隊
に
貢
献

出
来
る
よ
う
、
職
務
に
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第３中隊 大坂３尉
出身 北海道
趣味 舞台鑑賞

三
等
陸
曹
へ

本
部
管
理
中
隊

山
本

雄
大

同

山
下

颯
太

第
一
中
隊

小
野

巧
人

第
二
中
隊

杉
谷

元
詩

第
三
中
隊

川
浪

琴
乃

二
等
陸
曹

岡
部

力

東
部
方
面
特
科
連
隊
（
宇
都
宮
）
へ

第
一
中
隊

三
等
陸
佐

柴
田

創
史

第
六
師
団
司
令
部
（
神
町
）
へ

陸
曹
長

釣
部

勝

真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
（
真
駒
内
）
へ

二
等
陸
曹

阿
部

智
也

第
一
陸
曹
教
育
隊
（
東
千
歳
）
へ

第
三
中
隊

三
等
陸
佐

舘
山

明
紀

陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計
画
部
（
市
ヶ
谷
）
へ

第
一
中
隊

三
等
陸
佐

石
橋

拓
也

北
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
（
札
幌
）
よ
り

陸
曹
長

宍
戸

重
彦

真
駒
内
駐
屯
地
業
務
隊
（
真
駒
内
）
よ
り

第
二
中
隊

二
等
陸
曹

佐
藤

文
昭

第
十
即
応
機
動
連
隊
（
滝
川
）
よ
り

第
三
中
隊

一
等
陸
尉

山
口

卓
也

富
士
学
校
付
（
富
士
）
よ
り

三
等
陸
曹

坪
井

真
夢

第
二
十
二
即
応
機
動
連
隊
（
多
賀
城
）
よ
り

三
等
陸
曹

坪
井

悠
祐

第
二
十
二
即
応
機
動
連
隊
（
多
賀
城
）
よ
り
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